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中
学
校
の
統
廃
合
を検

討
し
て
い
ま
す
 

　

入
間
川
河
川
敷
・
東
京
狭
山
線
の

整
備
状
況
を
調
査　

◆
閉
会
中
の
特
定
事
件
審
査

　

総
合
防
災
訓
練
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

Ｑ　

最
新
式
防
災
グ
ッ
ズ
の
導
入

や
備
品
を
見
直
す
考
え
は
。

Ａ　

必
需
品
か
ら
優
先
的
に
見

直
す
中
で
、計
画
的
に
導
入
を
図

っ
て
い
く
。

Ｑ　

自
治
会
へ
の
市
職
員
の
配

置
は
、災
害
時
に
対
応
す
る
職
員

の
配
置
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

今
年
度
か
ら
現
地
対
策
本

部
員
を
増
員
し
、地
域
在
住
の
職
員
な
ど
の
配
置
を
行
い
、災

害
時
に
対
応
可
能
な
体
制
へ
と
見
直
し
た
。

　

空
き
家
対
策

Ｑ　

空
き
家
の
問
題
が
あ
っ
た
時
に
、市
民
が
ど
こ
へ
相
談

し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
状
況
を
無
く
す
べ
き
で
は
。

Ａ　

空
き
家
問
題
は
所
掌
範
囲
が
広
く
、す
ぐ
に
窓
口
を
一

本
化
す
る
の
は
難
し
い
。

◆
入
曽
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
設
置
を
求
め
る
請
願

【
意　

見
】

▼
請
願
の
趣
旨
に
は
同
感
で
あ
る
。駅
前
整
備
が
絡
む
事
情

が
あ
り
、議
会
と
し
て
条
件
を
見
定
め
て
い
く
。

▼
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
急
ぎ
設
置
す
る
こ
と
は
、状
況

的
に
難
し
い
。趣
旨
に
は
賛
同
す
る
が
、議
会
と
し
て
駅
前
整

備
と
併
せ
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

な
ど
の
意
見
が
あ
り
、趣
旨
採
択
と
決
定
し
ま
し
た
。

◆
所
管
事
務
調
査

　

市
立
中
学
校
の
統
廃
合
の
検
討
協
議
状
況

　

入
間
川
・
入
曽
両
地
区
の
中
学
校
統
廃
合
は
、検
討
協
議
会

を
設
置
し
て
検
討
し
て
い
ま
す
が
、廃
校
の
対
象
校
を
東
中
、

入
間
中
と
し
、通
学
区
域
の
見
直
し
案
を
、学
区
部
会
を
設
置

し
て
検
討
し
ま
し
た
。ま
た
、関
係
各
校
の
保
護
者
な
ど
に
、

説
明
会
を
開
催
し
、検
討
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。

Ｑ　

狭
山
台
地
区
な
ど
を
含
め
た
学
区
案
と
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ　

学
校
の
位
置
や
規
模
な
ど
、地
区
を
限
定
し
た
対
応
で

は
難
し
く
、配
置
の
適
正
化
を
考
え
た
。

Ｑ　

学
区
案
に
含
ま
れ
た
他
地
区
の
意
見
は
。

Ａ　

学
校
や
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
協
議
に
参
加
い
た
だ
く
こ

と
を
検
討
す
る
。

Ｑ　

入
間
川
地
区
の
中
学
校
は
適
正
規
模
と
な
る
の
か
。

Ａ　

入
間
川
中
は
小
規
模
校
の
ま
ま
だ
が
、全
て
の
課
題
の

解
消
は
難
し
く
、や
む
を
得
な
い
部
分
で
あ
る
。

Ｑ　

東
中
が
廃
校
の
対
象
と
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ　

現
在
の
学
校
の
規
模
や
設
備
、環
境
面
、築
年
数
な
ど
を

考
慮
し
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
。

Ｑ　

入
曽
地
区
で
の
通
学
路
調
査
の
内
容
は
。

Ａ　

登
校
時
間
に
交
通
状
況
や
危
険
箇
所
を
確
認
し
た
。雨

天
や
夕
方
の
検
証
も
行
う
予
定
。

Ｑ　

統
廃
合
に
よ
る
生
徒
へ
の
効
果
は
。

Ａ　

十
分
な
教
員
配
置
で
学
習
環
境
が
充
実
。多
く
の
生
徒

が
交
流
し
資
質
や
能
力
向
上
が
期
待
で
き
る
。学
校
行
事
に

活
気
が
生
ま
れ
る
。部
活
数
が
増
え
選
択
肢
が
広
が
る
な
ど
。

【
意　

見
】

▼
地
域
や
保
護
者
に
丁
寧
な
説
明
と
意
見
聴
取
を
行
い
、多

く
の
方
に
理
解
い
た
だ
く
よ
う
取
り
組
ま
れ
た
い
。

◆
閉
会
中
の
特
定
事
件
審
査

　

入
間
川
河
川
敷
を
視
察

　

地
域
の
方
や
各
種
団
体
、

市
な
ど
の
協
力
を
得
て
埼
玉

県
が
実
施
し
た「
水
辺
再
生

１
０
０
プ
ラ
ン
」、今
年
度
か

ら
同
様
の
趣
旨
で
埼
玉
県
が

実
施
す
る「
川
の
ま
る
ご
と

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ

い
て
、市
の
対
応
状
況
を
確

認
し
、整
備
箇
所
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、地
域
か
ら
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
、入
間
川
に

設
置
さ
れ
て
い
る
堰せ

き

の
上
流
部
に
堆
積
し
た
土
砂
の
撤
去
に

つ
い
て
、現
地
の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
東
京
狭
山
線
の
工
事
現
場
を
視
察

　

11
月
16
日
に
、埼
玉
県
が
整

備
し
て
い
る
県
道
所
沢
堀
兼

狭
山
線（
東
京
狭
山
線
）の
狭

山
台
地
区
４
車
線
化
工
事
と

堀
兼
地
区
整
備
区
間
の
工
事

内
容
や
進
捗
状
況
を
確
認
し
、

現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

狭
山
台
地
区
の
工
事
は
12

月
中
に
、堀
兼
地
区
の
工
事
は

25
年
３
月
末
ま
で
に
完
成
す

る
予
定
で
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

防
災
訓
練
に

自
治
会
の
意
見
を
反
映　

文
教
厚
生
委
員
会

総
務
経
済
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

実施日
 10 月 16日～ 17日
参加者
 新良 守克　  綿貫 伸子
 萩原 義典　  笹本 英輔
 大沢えみ子   磯野 和夫
 栗原　 武　  田村 秀二

市市
民民
のの
利利
便
性
向
上
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

便
性
向
上
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

市民の利便性を第一に
ワンストップ総合窓口

静岡県富士市

■
導
入
の
経
緯

　

富
士
市
で
は
、住
民
異
動
の

処
理
は
本
庁
舎
の
み
で
行
っ
て

い
た
。毎
年
２
月
末
か
ら
５
月

初
め
の
繁
忙
期
は
、窓
口
ご
と

に
手
続
き
方
法
が
異
な
る
こ
と

な
ど
か
ら
、来
庁
者
が
最
大
で

１
０
０
人
待
ち
の
状
態
に
な

り
、苦
情
が
相
次
い
だ
。そ
の
改

善
の
た
め
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総

合
窓
口
化
を
進
め
た
。

■
富
士
市
の
目
指
し
た
も
の 

　
「
一
度
の
手
続
き
で
、一
箇
所

の
窓
口
で
」、「
お
待
た
せ
し
な

い
」、「
手
続
き
事
務
の
簡
素
化
」

な
ど
を
目
標
に
し
た
。

　

21
年
度
に
証
明
書
の
自
動
交

■
高
校
生
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ「
吉よ

し
し
ょ
う
ほ
ん
ぽ

商
本
舗
」

　

吉
商
本
舗
は
、（旧）
富
士
市
立

吉
原
商
業
高
校
商
業
ビ
ジ
ネ
ス

部
と
の
協
働
で
運
営
し
て
い
る
。

吉
商
ぽ
ん
津（
ポ
ン
酢
）や
カ
レ

ー
革
命（
レ
ト
ル
ト
カ
レ
ー
）な

ど
、高
校
生
が
新
規
開
発
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
商
品
も

高校生の感性を活
い

かし
まちを活性化 

静岡県富士市吉原商店街

多
数
あ
る
。

　

現
在
は
、市
の
委
託
事
業
と

し
て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
海
道
・

吉
原
宿
が
支
援
業
務
を
行
う
形

で
運
営
し
て
い
る
。こ
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店
が
商

店
街
に
若
者
の
息
吹
を
も
た
ら

し
、活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。

　

焼
津
市
が
市
民
と
協
働
を
進

め
る
具
体
的
な
事
業
は
、上
記

６
事
業
で
あ
る
。

　

こ
の
中
で
最
も
力
を
入
れ
て

い
る
の
は
、ま
ち
づ
く
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
で
、

「
富
士
の
国
次
世
代
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ

ミ
ッ
ト
」に
企
画
運
営
を
委
託

し
て
い
る
。

まちづくりはヒトづくり
市民と協働のまちづくりを

静岡県焼津市

　

今
年
度
は
講
座
を
７
回
実
施

し
、開
催
は
現
役
勤
労
者
に
配

慮
し
た
金
曜
の
夜
に
設
定
。参

加
者
の
７
割
が
40
歳
以
下
で
あ

る
。フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
開
設

し
た
と
こ
ろ
多
数
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
り
、若
い
世
代
に
ま
ち
づ

く
り
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

総
務
経
済
委
員
会

付
機
を
導
入
し
、住
基
カ
ー
ド

な
ど
が
あ
れ
ば
、24
時
間
証
明

書
の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た
。

■
申
請
書
記
入
不
要
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
へ

　

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
こ
と

で
、対
面
方
式
で
の
書
類
作
成

と
な
り
、市
民
は
申
請
書
を
記

入
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。

具体的事業
①市民公益活動事業補助金制度
②まちづくりアドバイザー派遣事業
③市民活動なんでも相談会
④まちづくりコーディネーター養成講座
⑤協働の意識を職員が高めるため
　各部署に「市民協働推進員」配置
⑥まちづくりに関する情報誌
　「やいづ協働Ｓｔｙｌｅ」発行

▼来庁者が分かりやすいよう
　待ち番号券を発行

　

あ
ち
こ
ち
の
窓
口
に

　

行
か
な
く
て
も
大
丈
夫

▼

行行政視察報告政視察報告

　総務経済委員会の今年度の視察先は、富士市と焼津
市で、10月に実施しました。ワンストップ総合窓口とま
ちの活性化をテーマに視察しました。


